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10
月
よ
り
本
町
は
地
域
包

括
ケ
ア
へ
移
行
さ
れ
る
計
画

で
あ
る
が
、
移
行
後
も
現
行

サ
ー
ビ
ス
が
維
持
で
き
る
の
か
。

現
行
通
り
の
サ
ー
ビ
ス

を
継
続
で
き
る

町
長

　

介
護
予
防
訪
問
介
護
、
介

護
予
防
通
所
介
護
と
い
う
二

つ
の
サ
ー
ビ
ス
は
地
域
支
援

事
業
の
枠
の
中
の
サ
ー
ビ
ス

へ
移
行
す
る
こ
と
に
な
る
が

今
ま
で
通
り
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

受
給
者
の
負
担
額
は
ど

う
な
る
か

稲
留
議
員

　

訪
問
介
護
、
通
所
介
護
サ

ー
ビ
ス
受
給
者
の
負
担
額
は

い
く
ら
に
な
る
の
か
。

個
人
負
担
は
受
給
額
の

一
割
と
な
る

保
健
福
祉
課
長

　

訪
問
介
護
受
給
一
件
当
た

り
１
万
６
７
５
０
円
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
は
２
万
５
０
０
０

円
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
個

人
負
担
は
１
６
７
５
円
、

２
５
０
０
円
と
な
る
。

就
学
援
助
の
割
合
は

稲
留
議
員

　

就
学
援
助
を
受
け
て
い
る

割
合
の
過
去
５
年
間
を
示
せ
。

概
ね
13
％
台
で
あ
る

教
育
長

就
学
援
助
の
認
定
基
準
は

稲
留
議
員

　

所
得
基
準
は
要
保
護
を
１

と
し
た
時
に
、
準
要
保
護
は

１
・
１
倍
と
か
、
１
・
２
と
か

い
う
係
数
を
か
け
た
基
準
と

な
っ
て
い
る
の
か
。

前
年
度
の
所
得
状
況
や
生

活
状
況
を
総
合
的
に
判
断

教
育
長

　

町
民
税
の
非
課
税
、
児
童

扶
養
手
当
の
全
部
を
受
け
て

い
る
方
、
生
活
状
況
が
困
窮

し
て
い
る
方
、
経
済
的
に
困

窮
し
て
い
る
方
な
ど
、
前
年

度
の
所
得
状
況
、
世
帯
の
生

活
状
況
を
総
合
的
に
判
断
し

た
上
で
認
定
し
て
い
る
。

準
要
保
護
世
帯
で
給
食
費

は
何
％
支
給
し
て
い
る
か

稲
留
議
員

　

本
町
の
就
学
援
助
の
中
で

給
食
費
に
つ
い
て
は
何
％
支

給
し
て
い
る
か
。

80
％
弱
を
支
給

教
委
管
理
課
長

　

給
食
費
支
給
の
割
合
に
つ

い
て
は
県
内
各
自
治
体
ま
ち

ま
ち
で
あ
る
。
１
０
０
％
支

援
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
れ

ば
、
７
割
程
度
支
援
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
。
本
町
は

８
割
程
度
支
給
し
て
い
る
。

給
食
費
の
１
０
０
％
支
給

で
予
算
増
は
い
く
ら
か

稲
留
議
員

　

残
り
の
20
％
も
支
給
す
る

と
予
算
額
は
い
く
ら
増
え
る

の
か
。

１
０
０
万
円
程
度
増
え
る

教
委
管
理
課
長

　

給
食
費
を
１
０
０
％
に

上
げ
た
場
合
の
試
算
は
約

１
０
０
万
円
程
度
の
上
乗
せ

が
あ
る
と
考
え
る
。

就
学
援
助
金
を
４
月
か
５

月
中
に
支
給
で
き
な
い
か

稲
留
議
員

　

援
助
金
支
給
月
は
７
月
で

あ
る
が
、
４
月
は
入
学
や
進

学
の
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
、
子

育
て
世
代
に
は
出
費
が
続
き
、

家
計
に
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
る
。
子
育
て
世
代
応
援

の
た
め
に
も
４
月
中
か
、
遅

く
て
も
５
月
中
に
で
き
な
い

か
。

支
給
時
期
の
改
善
に
つ
い

て
は
前
向
き
に
検
討
す
る

教
育
長

　

継
続
申
請
者
に
つ
い
て
は

４
月
上
旬
に
支
給
認
定
し
て

い
る
の
で
、
現
状
よ
り
支
給

時
期
を
早
め
る
こ
と
は
、
事

務
処
理
上
可
能
で
あ
る
。
支

給
時
期
の
改
善
に
つ
い
て
は

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

本
町
の
こ
ど
も
の
貧
困
化

率
は
い
く
ら
か

稲
留
議
員

　

子
ど
も
の
貧
困
化
率
に
つ

い
て
鹿
児
島
県
は
２
０
％
を

超
え
て
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
３

で
あ
る
が
、
本
町
の
現
状
は

ど
う
か
。

平
成
27
年
度
で
13
・
１
％

と
考
え
る

町
長

　

お
お
む
ね
就
学
援
助
の
認

定
率
に
近
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。
就
学
援
助
の
そ
の
割

合
か
ら
、
平
成
27
年
度
で

13
・
１
％
と
考
え
る
。

学
校
安
全
法
に
基
づ
き
、

教
職
員
の
研
修
は
行
わ

れ
て
い
る
か

稲
留
議
員

　

学
校
保
健
安
全
法
で
は
、

教
職
員
に
学
校
生
活
に
お
け

る
児
童
・
生
徒
の
安
全
に
関

す
る
事
故
に
つ
い
て
計
画
を

策
定
し
、
研
修
実
施
が
明
記

さ
れ
て
い
る
が
研
修
は
具
体

的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

年
間
の
研
修
計
画
を
作
り
、

研
修
し
て
い
る

教
育
長

　

保
健
安
全
に
つ
い
て
の
研

修
は
不
審
者
に
対
応
す
る
研

修
、
心
肺
蘇
生
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
、

人
工
呼
吸
等
、
怪
我
や
緊
急

対
応
に
つ
い
て
も
養
護
教
諭

か
ら
職
員
朝
会
等
で
プ
リ
ン

ト
を
配
っ
て
研
修
し
て
い
る
。

教
育
委
員
会
へ
の
事
故
報
告

は
、
校
長
の
判
断
に
な
る
の

で
報
告
が
上
が
っ
て
い
な
い

も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

地
域
包
括
ケ
ア
移
行
で
、サ
ー
ビ
ス
維
持
可
能
か

現
行
通
り
サ
ー
ビ
ス
は
継
続
で
き
る

就学援助の
児童・生徒の割合

就学援助の割合
平成23年度 １３．５％
平成24年度 １３．５％
平成25年度 １４．４％
平成26年度 １３．６％
平成27年度 １３．１％

稲留　光晴 議員


